
令和２・３年度 熊本県教育委員会指定「熊本の学び」研究校 

「キャリア教育」研究校 
大津町立大津中学校 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究主題について 

本校では、「自ら未来を切り拓く力」とは、「社会に出て自立して生き抜いていくために必要な資質・能力」と

捉え、その資質・能力を「つながる力」「解決する力」「見つめる力」「計画する力」と設定した。また、副主題に

あげているキャリア教育の視点とは「５年後に社会で自立できる生き方を育む視点」と捉えている。  

 （１）教育の今日的な課題から 

ＡＩの台頭による雇用形態の流動化や、就労移行プロセスに問題を抱えた若年無業者の

増加など、子ども達を取り巻く世の中の環境では大きな変化が予想されている。 

このような課題の中で、今後、社会人、職業人として未来を切り拓いていくためには、生徒

に、主体的に自己の進路を選択し決定できる力や様々な課題に対応できる力を育成するこ

とが必要となってくる。つまり、キャリア教育を推進することが、未来を切り拓いていく力を身に

つけることにつながると考え、本主題を設定した。 

（２）本校生徒の実態から 

生徒の生活態度は落ち着いており、昨年度の県学力・学習状況調査においては、全教

科で県平均値を上回った。一方で、校内のアンケート結果では、「将来の夢や目標を持って

いるか」という質問に対し肯定的な回答をした生徒の割合が６７％と他の質問よりも低い状

況が見られた。 

そんな中、全職員で、「本校生が将来、社会で自立するために必要な姿」について協議

をした結果「自主」「自律」「挑戦」という姿が上がった。さらに、この３つの姿に生徒を育成す

るためには、どのような資質・能力が必要か協議を深め、本校生には「つながる力」「解決す

る力」「見つめる力」「計画する力」が必要であると結論付けた。そして、この力は、キャリア形

成のために必要であるとされている基礎的・汎用的能力と合致するものと考えた。 

    これらのことから、生徒達に夢や目標を持たせ、自主的で 

自律した行動ができ、何事にも挑戦していく力を身につけさせ 

るためには、これまで実践してきた全ての取組を、キャリア教育 

の視点で見直し、再構成するとともに、推進していくことが有効で 

あると考え本主題を設定した。 

   

   

本校生に必要な資質・能力の検討をしている様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的方策 研究の視点 

＜大津町教育基本理念＞夢を持ち、夢を育み、夢を叶える教育実践 ＜大津中教育実践のキーワード＞「率先垂範」「そろえる」「続ける」「極める」 

人  権  教  育 （ 全 て の 教 育 活 動 の 根 底 に あ る も の ） 
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自ら未来を切り拓く力 

視点２： 

「見つめる力」・「計画する力」を育む、 

要としての特別活動と特別の教科 道徳 

キャリア教育の要として、本校で目指す４つの資質・能力を高める特

別活動の創造と、全ての教育活動で身につけた４つの資質・能力を意

識させる特別活動・道徳科の創造 

 

大津中学校 

研究推進マップ 

視点１： 

「解決する力」を伸ばす、探究的な学びの 

ある総合的な学習の時間 

学校での全ての学びをつなげ、活用することで、自ら課題を設定し、

その課題を解決する方法を探究していく力を身につける総合的な学

習の時間の創造 

視点３： 

「つながる力」を高める、授業改善 

授業の目標も達成しながら、本校で目指す４つの資質・能力も高まっ

ていく授業の創造。特に「つながる力」が必要な学びの場を設定する

ことによる、学びの深まり、つながる力の向上を目指す 

①「探究的な学びの視点」を取り入れた、総合的な

学習の時間の目標、全体計画づくり 

② 自分の生き方を見つめる学習の取組 

①熊本の学び推進プランを活かした 

「大津中の学び」の見直し 

② 「つながる力」を活かした授業づくり 

③ 自ら取り組む家庭学習の工夫 

①キャリア・パスポート、見つめるアンケートの実施と 

キャリアカウンセリングの取組 
②特別活動（学級活動・生徒会活動・学校行事）の

見直し 

③見つめる活動を重視した道徳科の授業展開  
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４ 研究の内容 

（１） 『「解決する力」を伸ばす、探究的な学びのある総合的な学習の時間』部会の取組 

①「探究的な学びの視点」を取り入れた、総合的な学習の時間の目標、全体計画づくり 

本校では、これまでの総合的な学習の時間を抜本的に見直し、「解決する力」を伸ばすことのできる

探究的な学びへの移行を図った。単元を構成し、目標を定め、各学年テーマ、探究課題、探究課題解

決を通して育成する資質・能力を次のように定めた。下図は、大津町の現状を調査する活動を通して今

後の自分たちの生き方を探究していく学習の計画である。 

ア）総合的な学習の時間と本校が目指す４つの資質・能力との関連について 

本校が目指す４つの資質・能力との関連については、単元をデザインする際に明記するようにした。

下の例は、２年生の単元「平和を探究しよう」の学習における、４つの資質・能力である。 

イ） 単元例 ３年「持続可能な大津の将来ビジョン」 

３年生では、これまでの地域学習を振り返り、新たに地

域の課題を見い出し、自らが大津町に貢献できることを

考え、自己の生き方を見つめる単元を設定した。 

課題設定では、ウェビングを使い、これまでの学びを

振り返り、学習内容の整理を行った。さらに、大津町役場

に協力いただき、各部局へのインタビューから大津町の

現状や問題を明らかにした。その後、情報を整理し、各

班の課題設定を行った。 

【キャリア教育と資質能力の関連】 

【ウェビングによる情報の整理】 

社会参画 ・探究的な活動を通して，進んで実社会・実生活の問題の解決に取り組むとともに，積極的に地域の活動に参加しようとしている。

自己理解 ・探究的な活動を通して，自分の生活及び地域との関わりを見直し，自分の特徴やよさを理解しようとしている。

他者理解 ・探究的な活動を通して，異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重しようとしている。

思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力

課題の設定
・自分たちを取り巻く社会に広く目を向けて，活動の意図や目的を明確にしたりして自ら課題を見出している。
・解決の方法や手順を考え，見通しをもって計画を立てている。

情報の収集
・目的に応じて手段を選択し，情報を収集し適切な方法で蓄積している。
・他者の意見や課題解決の方向性から，必要な情報を取捨選択している。

整理・分析

・調べたり考えたりしたことをまとめ，相手や目的，意図に応じて論理的に表現している。
・教科で身に付けた知識及び技能を横断的・総合的に活用して表現している。

振り返り
・学習の仕方や進め方を振り返り，学習や生活に生かそうとしている。
・振り返りの観点を自己で設定して活動を振り返り，次の活動に生かそうとしている。

・自分の意思で目標をもって課題の解決に向けた探究活動に取り組もうとしている。

協調性 ・自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に向けた探究活動に取り組もうとしている。

地域探訪活動を通して、大津町の産業や行政サービスを知り、主
体的に社会や地域に参画する態度を育てる。
・大津町について深く知り、支える人々の責任感や町をよくするた
めの工夫などについて理解を深める。
・情報を比較，分類，関連付けて考えるなど，探究の過程に応じた
技能を身につけている。

職場体験を通して、職業や進路に興味を持ち、働く意味を問いな
がら主体的に生き方を選択する態度を育てる。
・働く意義や意味を知り、大津町の産業について知識を深める。
・情報を比較，分類，関連付けて考えるなど，探究の過程に応じた
技能を身につけている。

探求活動を通して、大津町の将来に関心を持ち、生涯にわたって
地域を大切にする心を育てる。
・大津町と社会の結びつきを知り、未来社会を予測しながら、大津
町の発展について理解を深める。
・情報を比較，分類，関連付けて考えるなど，探究の過程に応じた
技能を身につけている。

学年 第１学年（５０時間） 第２学年（７０時間） 第３学年（７０時間）
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知識及び技能

・問題状況における事実や関係を把握し，分類して多様な情報にある特徴を見付けている。
・事象や考えを比較したり因果関係を推論したりして考え，視点を定めて多様な情報を分析している。

まとめ・表現
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主体性

テーマ 「大津町を知る 」 「働く意義を考える」 「持続可能な大津の将来ビジョン」

目標を実現するにふさわしい
探究課題

大津町を支える産業等の役割を知り、特色や課題を探る 　仕事を体験し、働くのか意味や意義を探る
　　将来を予測し、ずっと住みたいと思える大津町
   にするために、今から何をすべきかを探る



生徒は、未来の大津町の姿とともに町の活性化に向けた

事業内容を考えた。探究的な学びの中で、「地域の応援団に

なってもらいたい」など地域の方の声にも触れることとなり、地

域の良さとともに、大津町の一員としてどのように生きるかを考

える学習となった。 

   

②自分の生き方を見つめる学習の取組 

本校では、中学生が職業人の話を直接聞くことによって、自己の生き方を考える機会とし、望ましい

勤労観、職業観を育み、社会的自立の基礎力を育てる機会として、全校生徒を対象にした「校内ハロー

ワーク」を開催している（令和２年度は、コロナ禍のため現在調整中）。講話を聞く中で、道徳と経済の両

立など社会人としての生き方に触れる機会となった。 

 

（２） 『「見つめる力」・「計画する力」を育む、要としての特別活動と特別の教科 道徳』部会の取組 

①キャリア・パスポート、キャリアアンケートの実施とキャリアカウンセリングの取組 

大津町では、町で共通したキャリア・パ

スポートを活用しており、「学年初め」「前

期の振り返りと後期に向けて」「学年末（３

年生は１８歳の私へ）」「学校行事（体育大

会と合唱）」「人権学習」の計５回取り組む

ようにしている。（右写真）生徒個人の記入

で終わるのではなく、必ず担任と保護者か

らそれぞれメッセージを記入するようしてい

る。 

また、本校で育む資質・能力の「見つめ

る力」「計画する力」と関連を図りながら、

自分の学習状況やキャリア形成を振り返

ったり、今後を見通したりするような取組に

していくことを全職員で確認した。また、生

徒だけでなく、教師、家庭の三者で思いを

共有することで、より一人一人に応じたキ

ャリア形成への支援につながると考えてい

る。 

そして、キャリア・パスポート記入後は、 

それをもとに担任との「キャリアカウンセリング」を実施し、生徒の

現在と将来をつなげる取組を実施している。生徒の中には、現状の

課題に対して目標がずれている生徒もおり、キャリアカウンセリング

をすることで、自分の課題を具体的につかみ、的確な目標設定に

つながるような場面も見られた。このことは今後に向けて適切な計

画を立てることにつながっていると思われる。 

 

 

【インタビューによる情報の収集】 

【学年始めのキャリア・パスポート（一部抜粋）】 

【担任とのキャリアカウンセリング】 



また、本校では、本校が育成を目指す４つの資質・能力を測

るためのキャリアアンケート（左図）を実施しており、カウンセリン

グの材料として活用している。パスポートの内容をベースに、ア

ンケートで低い数値を示した項目を意識させながら、今後どうし

ていくべきかなどを共に考えることで、生徒のキャリア形成につ

なげるよう取り組んでいる。 

（※キャリアアンケートは文部科学省『中学校キャリア教育の

手引き』を参考にして作成） 

 

②特別活動（学級活動・生徒会活動・学校行事）の見直し 

新学習指導要領総則に、「特別活動を要としつつ各教科等

の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること」と明示された

こともあり、本校の特別活動をキャリア教育の視点で見つめ直し、

年間計画の見直しを行っている。 

 

学級活動：   キャリア教育・学級活動用テキスト『中学校生活と進路（公益財団法人日本進路指導

  協会監修）』を特別活動（学級活動）の年間指導計画に組み込み、３年間を通して計 

         画的・効果的なキャリア教育の充実を図りやすいように見直しを実施した。 

生徒会活動： 学校生活における自分たちの課題を見つめ、その課題を解決するための方策を自分   

            たちで計画し、行動していくような流れに活動を変更し、より主体的に自律して動いて     

         いくことができるよう取組を進めている。 

学校行事：  各行事の内容を、本校が育成を目指す４つの資質・能力との関連で見つめ直し、各行 

   事で育成を目指す４つの資質・能力を明確にした上で計画を立て実施することとした。 

 

③見つめる活動を重視した道徳の展開 

特別の教科道徳では、特に「見つめる力」を身につけさせることを共通実践として取り組んでいる。これ

までの道徳科の授業でも自分や周囲を見つめる時間は当然とられていたが、その時間を重視し、これま

で以上に道徳科の授業時に意識していくことにした。 

そこで、まず取り組んだのが「自己を見つめる」「多面的・多角的に考える」場面の設定である。そのた

めには、自分の考えを持つ必要があり、他人の意見を聞いて自分の考えを再考しなければならない。そ

のことは、自分自身を深く見つめることにつながり、生徒の見つめる力が向上すると考えた。そのために

「主発問の工夫」「話合いの形態の工夫」「道徳的諸価値をつかみやすくする工夫」などを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分の思いを数値で表し、他者との違いを明

確化する板書の工夫】 

【道徳的諸価値をつかみやすくするための、ゲストティ

ーチャーの活用】 

【キャリアアンケートの一部】 



（３） 『「つながる力」を高める、授業改善』部会の取組 

①熊本の学び推進プランを活かした「大津中の学び」の見直し 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、生徒たちの学びの側から授業を捉え直し、学習構想案

を作成している。また、学習構想案に生徒に身につけさせたい４つの資質・能力からみた生徒の実態及

び指導に当たっての留意点を取り入れることで、「学習構想案」の自校化を図った。 

具体的には、学力調査の結果等、単元の目標につながる学びの実態を「生徒の実態Ⅰ」として構想

案に記述した。加えて、本単元の学びに特に関係する「本校が育成を目指す資質・能力の実態」をキャ

リアアンケートや i‐ｃｈｅｃｋの結果等から記述するとともに、その指導に当たっての留意点を「生徒の実態

Ⅱ」に記述した。 

 

②「つながる力」を活かした授業づくり 

生徒が問いを発し、課題に主体的に立ち向かい、学びを深

める授業を目指し、授業実践を通して検証した。特に本校で

は、本校が育成を目指す４つの資質・能力の中の「つながる力」

を活用し、授業改善を図ることとした。 

「つながる力」を活用しながら学ぶ生徒の姿を、①他者の個

性(考え)を理解しようとする姿 ②他者に自分の考えを的確に

伝える姿 ③役割を果たし協働しながら学ぶ姿、と考えた。 

また、「つながる力」を活かす学習活動として、ペア活動、 グ

ループ活動(話し合い活動や教え合い活動)、ディベート、発表の場面を設定した。 

③自ら取り組む家庭学習を目指して 

生徒が、自ら計画を立て、決まった時刻に家庭学習に取り組ませ、習慣化を図った。そこで、本校で

使用している生活ノートと自主学習ノートを一体化させての活用を試行中である。 

特に、家庭学習の「めあて」を帰学活で記入させ、授業と家庭学習がつながるようにした。このことで、

授業を振り返り、自分を見つめながら目的

をもって学習に取り組めることと考えてい

る。 

また、家庭学習を振り返り、保護者から

のコメント、担任からのコメントを記入する欄

を設け、生徒の頑張りを認めながら、生

徒、家庭、学校がつながるように工夫を続

けている。 

【本校学習構想案（一部抜粋） 生徒の実態Ⅱ】 

【「つながる力」を高める場面の設定】 

【家庭学習に使用する自主学習ノート】 



５ 研究の成果と課題 

（１）研究の成果 

7 月と 12 月に全校生徒を対象とした

アンケートによると、本校が目指す 4つの

資質・能力が身についてきたと回答する

生徒が増え、自覚化が図られていること

が分かる。 

これは、学校教育目標の見直しととも

に、本校で育成する資質・能力を設定

し、本校のグランドデザインを作成したこ

とで、教育課程について、職員だけでなく

生徒、家庭と共有することができ、カリキ

ュラムマネジメントの推進が図られてきたことが一つの要因と考えられる。 

また、学習者の視点に立った「熊本の学び」への授業改善が進み、生徒が課題に主体的に向き合い、

協働的に学びを深めることが増えたことも要因と考えられる。 

 

（２）今後の課題  

新型コロナウイルス感染症の影響で、実施が困難となった「職場体験学習」「校内ハローワーク」「カタ

リバの会」などについて、新たなかたちでの実施を検討している。特別活動がキャリア教育の要を担うとと

もに学校教育活動全体で、自己の将来や社会づくりにつなげるように、カリキュラムマネジメントを一層推

進する必要がある。 
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